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延期間活動が観察された。眼球運動の方向が視覚刺激の呈示位置から 90 0 時計回り方










B. Condi tional ODR tas孟 (clocklrisedirection) 
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方法として、 Gersteinと Perkel(1969， 
って提案されている方法がある O これは j



















1 3は両方のニューロンで遅延期間活動が観察された例である o co inc idence 
histogramは遅延期間中増大していることから、この期問機能的結合の強さが増加して








-0.37 (JPSTH -PSTprod) I SDprod 0.48 
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